
解答例  課題 II-B 

 
(1) 円板の通過時間の差 ∆τ = n(0)L/c－n(x0)L/c 
 ∆L = c ∆τ ={n(0)－n(x0)}L = n0Lαx0

2/r2 
 
(2) f(x) = n0Lαx2/r2 (+L) 放物線 定数は付いていても付いてなくとも正解 
(3) ∆L = f－(f2－x0

2)1/2 ~ x0
2/(2f) ⇒ f= r2/(2n0Lα)  fは x0によらないので、全ての

光線は同じ点 Pに集まる。 
(4)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) dy/dx = 2axB   F＝－mgsinθ  =－2mgaxB/(1+(2axB)2) ~－2mgaxB 
(6) 単振動なので、T＝(π/2)/ (2ga)1/2 

(7)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8) 屈折率変化をポテンシャル変化だと考えると光線の伝播と質点の動きは同
じように扱える。 
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(9)  
 
力学的運動は以下のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
力学とのアナロジーから 
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xh/31/2 傾きが連続となるように書

けていること 
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像高の高い光線は手

前に集光し、像高の低

い光線は遠いところ

に集光する。 
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